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手術後窓痛・諸種の疾患に伴なう窪痛

手術前処置・強化麻酔に

強力な効果を示す

クロルプロマジン配合の類似製剤に比べ……

・強力な鎮痛作用を有する

・注射局所の刺戟性は軽微である

1管2cc中
塩酸レホ、メプロマジン（ヒ Jレナミン）……15mg
塩酸プロメ廿ジン（ピレチア）…H ・H ・－…・・ 6IDg

エチルヘキサピタール・アミノピリン

分子化合休...・H ・…………・………………801昭

ア ミノピリ ンυ ・・・・・・・・・・・・・ー・・・・……・・・……40mg

適応症 （］）手術後痔痛

①諸種の疾患に伴なう痔痛一一

例えば胆嚢炎，胆石症，腸癒

着，腸狭窄，胃・十二指腸漬

虜，胃炎，胆石症などの場合

の鎮痛・鎮静

①手術前処置（前麻酔，基礎麻酔）

強化麻酔

包装 2cc 10宵， 50管

⑮ Uオ7苧 /,:l ；＇ ~i[JJ位修町 塩野義製薬株式会社
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抑制及び止血作用を発揮する。而L交感神経興奮作
用がないので血圧、脈揮に影響を与えない。
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。X線及び放射性同位元素 （アイソトープ）照射による宿酔及び白血
球血小板の減少の治療と防止
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I I .T. v，キャメラをピルトインした手術用無影灯テレビジョン スカイルックス
｜ ネクターは世界に於ける比の種無影灯の中でも、代表的な傑作です。、今

回国富圃

② I.T. V.キャメラコントローノレユニット（写真参照〕は隣接した部屋に設置、 16弘シネ及び35

弘キャメラを除くあらゆる I.T. V.周技数をリーモートコントローJレで制御いたします。

＠灯の照度は標準30,000LU Xですから光量に不足はありません。パランス オ マチックです

から、灯の操作と言い、スタイルと言い、最高の無影灯で御座居います。

④コントローノレユニットで調製された映像 一

はケーブルにより教室或は講堂に送られJi’
ますから、一般商業放送より鮮明度は比

較にならたい程の優秀さで写されます。

文献、写真等明細データ御入用の際は急送申上

げます。又御要請あり次第係技術員を派遣致し

ます故御一報下さり。

カタログその他文献拝呈 ショールームは各種灯が陳列してありますから御高覧下さい
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①照明灯はスカイルックス ネクター直経l()()Cmで、灯内部に I.T.V.キャメラ装置、マイク

ロブ tン・冷却用フワン等テレビ放送関係一式。 16弘シネキャメラ及び35弘キャメラを内臓して

居ります。

RI  .T.V.キャメラコントローノレユニット（写真参照〕は隣接した部屋に設置、16弘シネ及び35
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はケープJレIとより教室或は講堂に送られ

ますから、一般商業放送より鮮明度は比

較にならない程の優秀さで写されます。

文献、写真等明細データ御入用の際は急送申上

げます。又御要請あり次第係技術員を派遣致し

ます故御一報下さい。

カタログその他女献拝呈 ショールームは各種灯が陳列しでありますから御高覧下さい
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tfi - 手術前処置・強化麻酔に

強力な効果を示す

必捻ど·：：：：：：.：括公おお；＝~~~：；：：：：：：：：：：：：；：：：：：：：：：：：：＝：＝：：：：：：：：：：~完投：主主主；；：：：：：：：＝：；：：：：：.：が：おほさ油·＝~＝~＝－宿泊治会

重豆豊富

窮，胃炎，胆石症などの場合 訟
の鎮痛 鎮静 誌
①手術前処置（前麻酔，基礎麻酔） 訟

強化麻酔 ~~~~ 
浪 包装 2.::c 10習，50管 ；キ

~：：E:::. 大阪市道修町 塩野義製薬株式会 社⑧ 
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ソーアミンに 5~昔 、ノル ピトール

を加えたパイ アル入加糖製剤j

ソーアミンG注射液
200ccx 2ノてイアJv 

（輸液セット2組入）

体内に於ける組織蛋自の合成に適した合理的
なアミノ酸配合率を有し、製品が安定、高純
度、効果確実而も副作用が少ない

【適応症】
O 各科領域で胃腸疾患により蛋白質の消化吸収が障害され
た場合

O創傷、火傷、骨折、化瞬、手術などにより蛋白質の損失
が甚しい場合

O肝硬変その他肝機能低下lとより蛋白質合成及ぴ利用!l.障
害のある場合

。飢餓など摂取蛋白質の減少による栄養失調症
0 ネフローゼなど尿中の蛋白喪失を補なうとともに利尿効
果を望む場合

O 甲状腺機能冗進，高熱疾患など蛋白質需要の僧大した場
合、慢性if:忠、急性伝染病など非経口的に栄養補給の必
要がある場合

0放射線、制癌剤及びその他の原因に基く白血球減少症の
予防並びに治療

大 L型純結晶綜合アミノ酸注射液女

〔包装〕 20cc5管.50管 lOOcc2管.30管 等張製剤 lOOcc2管・ 30管 500cc（パイアル入）
田園田町田町四町田町田町四回目白山田町田四四国町田町田・E 副回目町田・‘．
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出血の予防と治療に
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I .T. V，キャメラをピルトインした手術用無影灯テレビジョン スカイルヲクス

ネクターは世界に於ける比の種無影灯の中でも、代表的な傑作です。 dシ

担盟国唾

地i
- 鐘修令．ぷ出話重量盤・－旬 、

~l ']i〓野崎
号 ..Jf.’ ld 町 ~1 け d

①照明灯はスカイJレヲクス ネクター直径IOOcmで、灯内部に I.T. V.キャメラ装置、マイク
ロブ才ン・冷却用フワン等テレビ放送関係一式。 16弘シネキャメラ及び35弘キャメラを内臓して
居ります。

R I.T.V.キャメラコントロールユニット〈写真参照〕は隣接した部屋に設置、 16弘シネ及び35
弘キャメラを除くあらゆる I.T. V.周波数をリーモートコントロールで制御いたします。

＠灯の照度は標準30,000LU Xですから光量に不足はありません。パランス オ マデフクです
から、灯の操作と言い、スタイルと言い、最高の無影灯で御座居います。
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文献、写真等明細グータ御入用の際、は急送申上

げます。文御要E青あり次第係技術員を派遣致し

ます故御一報下さい。

l ④コントローノレユニットで調製された映像i
はケープバより教室或は講堂に送られl
ますから、一般商業放送より鮮明度は比

較にならない程の優秀さで写されます。

カタログその他文献拝呈 ショールームは各種灯が陳列しでありますから御高覧下さい
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。原稿は完全なものとして御送附願いたい，校正の際

における加筆補正は認めない．

0引用文献は篇末に集めp 次の例による．

lj L名） （表題）
Beatson, G.T.: On the treatment of inoperable 

（雑誌名）（巻）
case of carcinoma of the mamma. Lancet, 2, 

（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副賢皮質ホ＇ cモンの測定と臨床，最新医
学＇ 6, 766，昭26.

0縄戦料は実費として 1頁1200円としP 図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症例紙告に於

ては3頁までは無料としP これを越すものに対して

は実費を徴収する．アート紙の使用，コロタイプ天

然色図版の掲載等に関しても著者に於て実費を負担

するものとする．

0症例に於て特に早く掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に希望数

を附言せられたい別刷は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

定（昭，33.10.30改正）

0本J志lま毎年1月P 3月9 5月P 7月F 9月及び11月
の1日に'!Bf：「寸る（年間6冊）． 状況により臨時増

刊を発行する．

土木誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額J,000円（送料を含む）とし，分売

は l冊200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度としP 和文原稿には

欧文表題p 欧文抄録＇ ［~1：文原稿には和文表題及び平日

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告p 研究i主的， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編斡室へ到達した日附を 1引 .J"日とする．

0原稿の用語中p 固有名詞はすべて固有の文字をp 叉

をぐf’はすべて算用数字を使用しP 日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際は「 J不要．

0数量の単位は下記の例による．
例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg，。c.μ, 
%. pH，等ピリオド不要

0原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度

規稿投

0なお原稿は返却しない．

京都市左京区聖護院川原町53

京都大学医学部附属病院外科学教室内
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O挿画p 曲線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で清書

しF 直ちに凸版の製作が出来るようにして送附のこ

と．またp その挿入位置を原稿に記入する事．

O図，表p 写真等はすべて別紙に記入，若しくは添附
し本文中には挿入個所のみ指定する事．
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LONG ACTING SULFA 
SULFISO鰍EZOLESI闘OMIN

1.抗菌力，抗感染力が強い

2.血中の有効濃度の持続時闘が長い

3.パクテゾアの耐性化が遅い

4.副作用が殆んどない

5.苦味がなく、少量で服用し易い

上気道感染症，腸管感染症など広範囲の

細菌活染症に安心して使用でき、的確

な効果が期待できます。

粉末〈純結晶） IOQg, 500g, 1 kg, 5kg 

他にシロップ，注射液，錠剤

C健保採用〕

・水に自由に溶解する

・各濃度におけるアルカリ性は弱い

．刺激作用が少ない

このため、眼科における点眼，婦人科に

おける睦内散布，外科・皮膚科における

創面塗布および術後散布など応用範囲

が広く、その他、耳鼻咽喉科，泌尿器科

など広範囲に臨床応用されます。

25g, 100g C健保採用〕

純国産新持続性サルファ剤

倫
嚇

轡
物
件
甲

大阪市東区道修町 ⑧ 
塩野義製薬株式会社 :J元：〉毒



I. T. V，キャメラをピルトインした手術用無影灯テレピジョン スカイルヲクス

ネクターは世界に於ける比の種無影灯の中でも、代表的な傑作です。 dシ

』輔副醐瞬時ー函
~盲目園ヨ

イ忌
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①照明灯はスカイJレヲクス ネクター直経lOOcmで、灯内部に I.T. V.キャメラ装置、マイク

ロフォン・冷却用ブワン等テレビ放送関係一式。 16私シネキキメラ及び35弘キャメラを内臓して

居ります。

② I.T-V.キャメラコントローノレユニット（写真参照〉は隣接した部屋に設置、 16弘シネ及び35

弘キャメラを除くあらゆる I.T. V.周波数をリーモートコントロールで制御いたします。

③灯の照度は標準30,000LU Xですから光量に不足はありません。パランス オ マチックです

から、灯の操作と言い、スタイルと言い、最高の無影灯で御座居います。

④コントローノレユニットで調製された映像

はケープJレにより教室或は講堂に送られ i
ますから、一般商業放送より鮮明度は比

較にならない程の優秀さで写されます。

文献、写真等明細データ御入用の際は令、送申上

げます。又御要請あり次第係技術員を派遣致し

ます故御一報下さい。

カタログその他文献拝呈 ショールームは各種灯が陳列しでありますから御高覧下さい
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還暦を祝して本誌を

荒木千里先生の膝下に捧げます

門下生一同





恩師荒木千里先生は本年5月18日めでたく満60才の誕生日を迎え

られました。当日は教室の諸先輩や，教えを受付fこ門下生達が多数集

って，先生を囲む座談会，引続き還歴祝賀記念、の宴を催し，その慶び

を分ちあいました。私達にとって忘れる事の出来ない嬉しい思い出で

あります。

先生が教授として外科学教室第1：清座を担当されたのは昭和16年3

月てありますが，その前後を合わせて30年近くの間，一筋に神経外科

の研究に精魂を傾けて来られました。御業績は自他共に許す世界的な

もので，先生が，神経外科学会として最も歴史の古白いTheSociety of 

Neurological Surgeonsの名誉会員にあげられ，叉かの有名なTheHar-

vey Cushing Societyの特別会員に推された事も宣なるかなと領ける

のであります。往年は鋭鋒を以て聞えた学会の闘将であったと承って

居ります。近年は，透徹した理解，鋭い批判，卓絶した着想、が，広い

視野と内に蔵された学問的闘志や迫力に裏打ちされ，斯界の最高峰と

して学会の指導的立場に立って居られます。先生の学者としての御人

柄は，名著の誉高い［鳥潟外科学総論』にもよく窺われ，此の御著書

を通rじても私達は深い薫陶を受けて居ります。するどく厳しいなかに

も，温く，豪放閥達で，しかもユーモアのある御性格を慕う門下生の

なかから多くの人材が輩出して各地の大学や病院等で活躍している事

実は故なしとしません。

数年前，一時御健康にいささか懸念がありましたが，その後はすっ

かり回復され，教育，研究並びに診療の御指導に，寒暑の候を問わず，

若い者も及ばぬ不断の情熱を注いで居られます。先生の益々御健康な

らん事を心から祈念して己みません。

先生の御恩に報ゆる最良の道は学問的業績にあると心得て居ります。

本号を還歴祝賀記念号として先生に捧げます事を無上の喜び、とする次

第であります。

昭和 36年 9月 1日

門下生一同
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投 稿 規 定（昭.33.10.30改E〕

0本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月＇ 9月及び11月
の1日に発行する（年間6冊J. 状況により臨時増

刊を発行する．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．
0予約購読料は年額1,000円（送料を含む〕とし，分売
は1冊200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度としP 和文原稿には
欧文表題，欧文抄録p 欧文原稿には和文表題及び和

文抄録を添附されたいー

原著論文p 綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編輯室へ到達した日附を受付日とする．

0原稿の用語中p 固有名詞はすべて固有の文字をp 叉

数字はすべて算用数字を使用し，日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際は「 j不要．

0数量の単位は下記の例による．

例， m，佃， mm,cc, kg. g, mg，。c.μ, 
%. pH，等ピリオド不要

。原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度
し、．

0挿画，曲線等は必ず白紙叉は青線方眼紙に墨で清書

し，直ちに凸版の製作が出来るようにして送附のこ

と．まわその挿入位買を原稿に記入する事．

0図，表p 写真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には挿入個所のみ指定する事．

昭和36年 8月21日印刷
昭和36年 9月 1日発行

編輯兼発行者

印 居。 者

i:p 席リ 所

。原稿は完全なものとして御送附願いたい．校Eの際、
における加筆補正は認めない宇

0引用文献は篇末に集めp 次の例による．
（氏名） （表題〉
Beatson, G.T.: On the tre3.tment of inoperable 

（雑誌名）（巻）
case of carcinoma of the mamma. Lancet, 2, 

（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副賢皮質ホルモンの測定と臨床，最新医

学＇ 6, 766，昭26.

0掲載料は実費として l頁1200円とし，図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症伊j紙告じ於

ては3頁までは無料としP これを越すものに対して

は実費を徴収する．アート紙の使用p コロタイプ天

然色図版の掲載等に関しても著者に於て実費を負担

するものとする．

0症例に於て特に早く掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に希望数

を附言せられたい別刷は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

Oなお原稿は返却しない．

京都市左京区聖護院川原町53

京都大学医学部附属病院外科学教室内

日本外科宝函編輯室宛

電 ⑦：mJ構内 4270)乙

誠

雄

京都市左京区聖護院川原町

青 柳安

京都市下京区油小路松原上ル

松 崎秀

京都市下京区油小路松原上ル

松崎印刷株式会、社

京都大学医学部外科学教室

日本外科賓画編輯室
代表者 青柳安誠

発行所
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お 分子化合体……・H ・H ・－－…・………－一一… 80mg， アミ ノピリン………………・・・・・・……… 40mg .•. 
・の むィ・ょ．
~~~~ 適応症①手術後痔痛 ~~~~ ．－ 
’・...猿 ②諸種の疾患に伴なう耕一 存
法怒 例えば胆嚢炎， 胆石症，腸~

お 着．腸狭窄，胃・十二指腸潰

え：： 癌，胃炎．胆石症などの場合
；・－

の鎮痛・鎮静
－～z’ 
~＝＝： ①手術前処置（前麻酔，基礎麻酔）
一．ヘ．受 強化麻酔

忠 告主宰フcc
・．、．

私 大阪市道修町塩野義製薬株式会社 ぷ
：~；~；~. ・・・.・ ．．． 
句〆. .・：・：・・
可＂：：！；！.＿. -.. ；~：・，・
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0本誌は毎年1月＇ 3月P 5月＇ 7月＇ 9月及び11月
の 1日に発行する（年間6冊）． 状況により臨時増

刊を発行する．

0本誌予約鱗読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額1,000円（送料を含む）としp 分売
は1冊200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には

欧文表題，欧文抄録p 欧文原稿には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文p 綜説p 臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告p 研究速報＇ 400字諮問枚以内（図表共）

O原稿の当編輯室へ到達した日附を受付日とする．

0原稿の用語中p 固有名詞はすべて固有の文字を，又

数字はすべて算用数字を使用し3 日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際は「 l不要．

0数量の単位は下記の例による．
例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg，。c.μ, 
ヲ6.pH，等ピリオド不要

0原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度
し、．

0挿画，曲線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で清書

しP 直ちに凸版の製作が出来るようにして送附のこ

と．またp その挿入位置を原稿に記入する事．

0図，表p 写真等はすべて別紙に記入p 若しくは添附

し本文中には挿入個所のみ指定する事．

881 

0原稿は完全なものとして御送附願いたい．校正の際

における加筆補正は認めない．

0引用文献は篇末に集めP 次の例による．
I j ¥: .f', I （表題）
Bealson. G.T.: On the treatment of inoperable 

（雑誌、名）（巻j
case of carcinoma of the mamma. Lancet, 2, 

（頁）（年代〕
104, 1896. 

三宅儀：副賢皮質ホルモンの測定と臨床，最新医

・＇f,6, 766，昭26.
0掲載料は実費として 1頁1200円としP 図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症例紙告に於

ては3頁までは無料としP これを越すものに対して

は実費を徴収する．アート紙の使用，コロタイプ天

然色図版の掲載等に関しても著者に於て実費を負担

するものとする．

0症例に於て特に早く掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする．

0執筆者に於て別刷希望の方Lt，寄稿と同時に希望数

を附言せられたい別刷l士実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

0なお原稿は返却しない．

第 14回岐阜集談会
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